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１　人口の動き
　令和2年1月1日現在の兵庫県推計人口は546万478人である。

　昭和22年から300万人台で推移してきた人口は、昭和36年に400万人を、昭和51年には500万人を超えた。その後も増加傾向が続き、平成21年11月には560万人を突破した。昭和25年以降、阪神・淡路大震災のあった平成7年を除いて平成17年まで増加傾向にあったが、平成22年国勢調査には減少に転じ、平成27年国勢調査では減少幅が拡大している。（表１、図１参照）
表１ 兵庫県の人口推移　　　　　　　　　
[image: image1.emf]年次

人口

国勢調査

（ 

10月１日現在）

人

昭和22年 3,057,444

25年 3,309,935

30年 3,620,947

35年 3,906,487

40年 4,309,944

45年 4,667,928

50年 4,992,140

55年 5,144,892

60年 5,278,050

平成 2年 5,405,040

7年 5,401,877

12年 5,550,574

17年 5,590,601

22年 5,588,133

27年 5,534,800
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表２ 主な都道府県の人口　

[image: image3.emf]順位 都道府県 人　口 都道府県 人　口 都道府県 人　口 都道府県 人　口 都道府県 人　口

人 人 人 人 人

全国 125,570,246全国 126,925,843全国 127,767,994全国 128,057,352全国 127,094,745

1

東京都 11,773,605東京都 12,064,101東京都 12,576,601東京都 13,159,417東京都 13,515,271

2

大阪府 8,797,268大阪府 8,805,081大阪府 8,817,166神奈川県 9,048,302神奈川県 9,126,214

3

神奈川県 8,245,900神奈川県 8,489,974神奈川県 8,791,597大阪府 8,865,245大阪府 8,839,469

4

愛知県 6,868,336愛知県 7,043,300愛知県 7,254,704愛知県 7,410,719愛知県 7,483,128

5

埼玉県 6,759,311埼玉県 6,938,006埼玉県 7,054,243埼玉県 7,194,556埼玉県 7,266,534

6

千葉県 5,797,782千葉県 5,926,285千葉県 6,056,462千葉県 6,216,289千葉県 6,222,666

7

北海道 5,692,321北海道 5,683,062北海道 5,627,737兵庫県 5,588,133兵庫県 5,534,800

8

兵庫県 5,401,877兵庫県 5,550,574兵庫県 5,590,601北海道 5,506,419北海道 5,381,733

9

福岡県 4,933,393福岡県 5,015,699福岡県 5,049,908福岡県 5,071,968福岡県 5,101,556

10

静岡県 3,737,689静岡県 3,767,393静岡県 3,792,377静岡県 3,765,007静岡県 3,700,305

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年


国勢調査結果（10月1日現在）
２　人口増減（平成22年～令和元年）
平成31年・令和元年の人口は、21,031人（0.38％）の減少。平成17年以降１万人未満の増加が続
いた後、平成22年に減少に転じ、10年連続の減少となった。
内訳は自然増減（出生－死亡）で20,013人減少、社会増減（転入等―転出等）で1,018人減少した。

自然増減は、平成20年に減少に転じ、12年連続減少している。　

平成31年・令和元年の出生数は38,658人で前年を下回り、死亡数は58,671人で10年連続５万人
台となった。社会増減は、平成22年以降10年連続の転出超過となっている。平成31年・令和元年の転入数及び転出数はともに前年を上回った。（表３、図２・３・４参照）
[image: image4.emf]表３　人口増減の推移

純増減 自然増減 社会増減 人口 自然 社会

(自然+社会

+補間補正数)

出生 死亡 転入等 転出等 増減 増減 増減

人 人 人 人 人 人 人 人 ％ ％ ％

平成22年 5,599,549 △ 6,199 564 △ 3,741 48,540 52,281 △ 3,022 222,066 225,088 △ 0.11 △ 0.07 △ 0.05

23年 5,587,862 △ 3,499 2,254 △ 5,108 47,974 53,082 △ 645 223,116 223,761 △ 0.06 △ 0.09 △ 0.01

24年 5,584,363 △ 8,711 2,256 △ 7,382 47,026 54,408 △ 3,585 220,579 224,164 △ 0.16 △ 0.13 △ 0.06

25年 5,575,652 △ 13,107 2,258 △ 8,730 46,230 54,960 △ 6,635 218,206 224,841 △ 0.24 △ 0.16 △ 0.12

26年 5,562,545 △ 14,935 2,258 △ 10,008 44,817 54,825 △ 7,185 215,667 222,852 △ 0.27 △ 0.18 △ 0.13

27年 5,547,610 △ 14,641 1,686 △ 11,680 44,706 56,386 △ 4,647 221,282 225,929 △ 0.26 △ 0.21 △ 0.08

28年 5,532,969 △ 15,275 － △ 12,122 44,132 56,254 △ 3,153 217,747 220,900 △ 0.28 △ 0.22 △ 0.06

29年 5,517,694 △ 17,078 － △ 15,053 42,198 57,251 △ 2,025 221,208 223,233 △ 0.31 △ 0.27 △ 0.04

30年 5,500,616 △ 19,107 － △ 17,921 40,303 58,224 △ 1,186 220,651 221,837 △ 0.35 △ 0.33 △ 0.02

31年 5,481,509 △ 21,031 － △ 20,013 38,658 58,671 △ 1,018 222,418 223,436 △ 0.38 △ 0.37 △ 0.02

令和2年 5,460,478

△ 87,132 1,686 △ 76,789 209,997 286,786 △ 12,029 1,103,306 1,115,335 △ 1.57 △ 1.38 △ 0.22

△ 17,426 △ 15,358 41,999 57,357 △ 2,406 220,661 223,067

注）1　推計人口は国勢調査人口を基礎として算出しているため、当該年の増減数を加えても次年の人口に一致しない年がある。

　　2　転入等及び転出等には国籍異動等を含む。

　　3　増減率は各年の１月１日現在の人口を基礎に算出している。

　　4　補間補正数は、平成27年国勢調査結果による人口差修正値。

5年間（27-元年）計

5年間（27-元年）平均

増　減　率

推計人口

(1月1日)

増　減　数

区分 補間

補正数
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３ 地域別人口
令和2年1月1日現在の地域別人口構成比は、神戸（27.9％）が最も高く、以下、阪神南（18.9

％）、阪神北（13.1％）、東播磨（13.1％）と続いている。また、地域別人口の推移を見ると、神戸と阪神南で全体の約５割を占めている。（図５・６参照）
平成31年・令和元年中の人口増減を見ると、県内10地域の全ての地域で減少した。増減率で見ると、減少率が最も低いのは阪神南(△0.10％)で、最も高いのは但馬(△1.76％)であった。（表４、図７参照）
　図５　地域別人口構成比（令和２年１月１日現在）　　　　　　　　図６　地域別人口の推移（国勢調査結果）
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[image: image9.emf]表４　地域別人口（構成比、増減数、増減率）

H31.1.1 R2.1.1

純増減 純増減

出生 死亡 転入等 転出等

人 人 ％ 人 人 人 人 人 人 人 ％ ％ ％

県　計 5,481,509 5,460,478 100.0 △ 21,031 △ 20,013 38,658 58,671 △ 1,018 222,418 223,436 △ 0.38 △ 0.37 △ 0.02

神　戸 1,526,639 1,522,273 27.9 △ 4,366 △ 5,645 10,468 16,113 1,279 79,483 78,204 △ 0.29 △ 0.37 0.08

阪神南 1,034,429 1,033,428 18.9 △ 1,001 △ 2,097 8,034 10,131 1,096 46,355 45,259 △ 0.10 △ 0.20 0.11

阪神北 719,364 717,575 13.1 △ 1,789 △ 1,810 4,893 6,703 21 28,689 28,668 △ 0.25 △ 0.25 0.00

東播磨 714,957 713,532 13.1 △ 1,425 △ 1,649 5,583 7,232 224 24,471 24,247 △ 0.20 △ 0.23 0.03

北播磨 267,247 265,274 4.9 △ 1,973 △ 1,610 1,571 3,181 △ 363 9,361 9,724 △ 0.74 △ 0.60 △ 0.14

中播磨 573,248 571,545 10.5 △ 1,703 △ 1,803 4,316 6,119 100 16,885 16,785 △ 0.30 △ 0.31 0.02

西播磨 251,173 248,219 4.5 △ 2,954 △ 1,762 1,487 3,249 △ 1,192 6,359 7,551 △ 1.18 △ 0.70 △ 0.47

但　馬 162,331 159,477 2.9 △ 2,854 △ 1,554 922 2,476 △ 1,300 3,683 4,983 △ 1.76 △ 0.96 △ 0.80

丹　波 102,679 101,483 1.9 △ 1,196 △ 836 635 1,471 △ 360 2,901 3,261 △ 1.16 △ 0.81 △ 0.35

淡　路 129,442 127,672 2.3 △ 1,770 △ 1,247 749 1,996 △ 523 4,231 4,754 △ 1.37 △ 0.96 △ 0.40

推計人口

区分

増減率（平成31年・令和元年中）

自然増減 社会増減

増減数（平成31年・令和元年中）

自然

増減

社会

増減

構成比 推計人口
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４　市区町別人口

  令和2年１月１日現在の市町別人口では、多い順に①神戸市、②姫路市、③西宮市と続いている。人口が少ない順に①神河町、②市川町、③新温泉町となっている。（図８参照）
県内49市区町のうち、この一年間で人口が増加したのは8市区（神戸市東灘区、神戸市灘区、神戸市兵庫区、神戸市中央区、尼崎市、明石市、伊丹市、加東市）、減少したのは41市区町である。

人口減少数を見ると、多い順に①神戸市北区△1,722人、②神戸市西区△1,695人、③加古川市△1,352人となった。（９頁　第２表参照）
  増減率を見ると、高い順に①神戸市中央区、②加東市、③明石市と続き、低い順（減少率が高い順。以下、同様）は①香美町、②養父市、③市川町となった。
理由別に増減率を見ると、自然増減では高い順に①伊丹市、②神戸市東灘区、③西宮市と続き、低い順は①香美町、②佐用町、③市川町となった。また、社会増減では高い順に①神戸市中央区、②加東市、③神戸市兵庫区と続き、低い順は①香美町、②養父市、③新温泉町となった。（表５、図９参照）
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図８市区町別人口（令和２年１月１日現在）


[image: image12.emf]表５　人口増減率の高い市区町（平成30年、平成31年・令和元年）

市区町名 率（％）市区町名 率（％）市区町名 率（％）市区町名 率（％）市区町名 率（％）市区町名 率（％）

高 1

中央区

1.13

西宮市

△ 0.00

中央区

1.25

中央区

0.82

伊丹市

△ 0.03

中央区

0.94

↓ 2

明石市

0.66

明石市

△ 0.02

兵庫区

0.74

加東市

0.40

東灘区

△ 0.07

加東市

0.65

3

伊丹市

0.54

東灘区

△ 0.04

明石市

0.67

明石市

0.28

西宮市

△ 0.07

兵庫区

0.61

4

兵庫区

0.14

伊丹市

△ 0.06

伊丹市

0.60

伊丹市

0.14

明石市

△ 0.10

灘　 区

0.39

5

尼崎市

0.10

三田市

△ 0.10

尼崎市

0.38

東灘区

0.13

中央区

△ 0.12

明石市

0.37

45 新温泉町 △ 1.97

養父市

△ 1.20

香美町

△ 0.96 佐用町 △ 2.06

養父市

△ 1.24

猪名川町

△ 0.87

46 養父市 △ 2.25

市川町

△ 1.20

佐用町

△ 0.96新温泉町 △ 2.08

上郡町

△ 1.26

宍粟市

△ 0.88

47 佐用町 △ 2.27

淡路市

△ 1.29

養父市

△ 1.05 市川町 △ 2.11

市川町

△ 1.31

新温泉町

△ 0.92

↑ 48 市川町 △ 2.28

佐用町

△ 1.31

市川町

△ 1.09 養父市 △ 2.19

佐用町

△ 1.41

養父市

△ 0.95

低 49 多可町 △ 2.35

新温泉町

△ 1.38

多可町

△ 1.36 香美町 △ 3.01

香美町

△ 1.47

香美町

△ 1.54

順位

平成30年 平成31年・令和元年

純増減 自然増減 社会増減 社会増減 純増減 自然増減


図９　市区町別人口増減率（平成31年・令和元年）
[image: image13.png]


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５　月別人口

月別人口増減数を見ると、例年４月と10月に増加し、他の月は減少している。

　理由別に見ると、自然増減は全ての月で減少している。社会増減は３月に大きく減少し翌４月に大きく増加するパターンとなっている。（表６、図10・11・12参照）
[image: image14.emf]表６　月別人口の増減数

純増減 自然増減 社会増減 純増減 自然増減社会増減 純増減 自然増減 社会増減

人 人 人 人 人 人 人 人 人

1月 △ 2,963 △ 2,320 △ 643 △ 3,345 △ 2,760 △ 585 △ 3,247 △ 2,984 △ 263

2月 △ 2,937 △ 1,871 △ 1,066 △ 2,934 △ 2,221 △ 713 △ 2,856 △ 2,155 △ 701

3月 △ 9,039 △ 1,666 △ 7,373 △ 9,356 △ 1,970 △ 7,386 △ 9,224 △ 1,806 △ 7,418

4月 5,148 △ 1,420 6,568 4,975 △ 1,377 6,352 4,127 △ 1,651 5,778

5月 △ 134 △ 875 741 △ 513 △ 1,069 556 △ 898 △ 1,523 625

6月 △ 860 △ 788 △ 72 △ 1,452 △ 901 △ 551 △ 1,400 △ 1,258 △ 142

7月 △ 775 △ 593 △ 182 △ 1,403 △ 1,059 △ 344 △ 1,370 △ 1,065 △ 305

8月 △ 1,613 △ 706 △ 907 △ 1,329 △ 979 △ 350 △ 1,489 △ 1,112 △ 377

9月 △ 1,500 △ 776 △ 724 △ 1,809 △ 1,055 △ 754 △ 1,558 △ 1,306 △ 252

10月 618 △ 971 1,589 862 △ 1,184 2,046 275 △ 1,569 1,844

11月 △ 1,294 △ 1,451 157 △ 1,199 △ 1,574 375 △ 1,722 △ 1,869 147

12月 △ 1,729 △ 1,616 △ 113 △ 1,604 △ 1,772 168 △ 1,669 △ 1,715 46

区分

平成29年 平成30年 平成31年・令和元年
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図１　兵庫県の人口推移








平成20年に自然増減(出生―死亡)が減少に転じ、その後も減少傾向にある。








平成20年に死亡数が出生数を上回り、その差が拡大傾向にある。





転入数、転出数は、ともに増加した。
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